
北区

中区

南区

東区岡山市

倉敷市

津山市

笠岡市

高梁市

真庭市

早島町

鏡野町 西粟倉村

吉備中央町

美咲町

奈義町

和気町

瀬戸内市

玉野市

赤磐市

美作市

久米南町

勝央町

里庄町

備前市

総社市

新庄村

矢掛町

浅口市

新見市

井原市

③ 年症例 部位別発見経緯の割合

④ 年症例 二次保健医療圏別登録割合

⑤ 院内がん登録予後調査支援事業【 年症例（ 年予後）】

➢ 生存状況が不明な登録症例データの提出 件

⑥ 院内がん登録予後情報付集計テータの提出【 年症例（ 年予後）】

➢ 生存状況把握割合

対象症例年 対象症例数 死亡数 打ち切り数 把握割合

年症例（ 年予後） 件 件 ％

➢ 年症例 年生存率集計（国立がん研究センター公表「院内がん登録生存率集計」）

⑦ 院内がん登録と を使った （標準診療の質を評価するための指標（ ））研究

➢ 年院内がん登録対応表ファイル（個人識別情報）と 調査の 年 月～ 年

月分の外来・入院の 統合ファイル（診療報酬算定情報）及び様式 ファイル（入退院情報、病

名情報等）を使用して提出用ファイルを作成し提出

➢ 年症例の、標準的な治療の実施が行われていない症例について二次解析を行い提出

⑧ 岡山県がん診療連携協議会がん登録部会の主催、議事録の作成

➢ 年 月 日、 年 月 日、 年 月 日

真庭保健医療圏

高梁・新見保健医療圏

県南西部保健医療圏

津山・英田保健医療圏

県南東部保健医療圏

岡山県外

がんゲノム医療センター      センター長 角南 一貴（血液内科 臨床研究部長） 

 

● 活動目的 

がんの組織または末梢血を使って多数の遺伝子を同時に調べる「がんゲノムパネル検査」によって、

遺伝子変異を解析し、それを元に治療を行うことを「がんゲノム医療」と言います。2019年6月から、次世

代シークエンサーという一度に100以上の遺伝子を解析する方法が保険適用となったことで、がんの変

異によっては患者さん一人ひとりにあった最適な治療につながることができるようになりました。当センタ

ーは、2020年6月よりがんゲノム医療連携病院に指定され、2020年10月よりがんゲノム医療に携わる診

療科等のスタッフと連携を図り、患者さんの診断や治療に役立つがんゲノム医療の提供のために活動を

行っています。 

 

● 活動状況 

  

ががんん遺遺伝伝子子パパネネルル検検査査のの流流れれ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1． がんゲノムプロファイリング検査の種類別件数 

  

＜＜22002233年年44月月かからら22002244年年33月月末末ままででのの実実績績はは3344件件でですす＞＞  
                                                                  

                                                                  

                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
➢ 検査種別：FoundationOneCDx2255件 FoundationOneLiqudCDx22件 NCCオンコパネル66件 GenMineTOP１１件 

検査の説明・同意 
看護師による 

オリエンテーション （がん組織の生検） 病理診断・DNA 抽出 次世代シークエンサー

による解析 

データ解析結果

レポートの返却 

エキスパートパネルによる 

最適治療の提案会議に参加 
結果説明 

二次的所見（疑い） 

遺遺伝伝カカウウンンセセリリンンググ

グ 
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男性    女性 

男性

65%

女性

35%

既に実施している

化学療法の継続, 
17

希望しなかった, 0

コンパニオン薬

の参加, 0
全身状態不良

でできなかっ

た, 3

患者申出参加, 
0

治験の参加, 1

大腸

32%

その他

26%

前立腺

12%

腎

9%

乳腺甲状腺

6%

膀胱

6%

乳房

6%

膵臓3%

消化器内科

44%

泌尿器科

26%

乳腺・甲状腺外科

12%

皮膚科

9%

小児科

6%

呼吸器内科

3%

KRAS, 9

CDKN2A, 5TMB-High, 3

ERBB2, 2
BRAFV600E, 

1

MDM2, 1

PMS2, 1

CDK12, 1

ALK, 1

VHL, 1

PIK3CA, 1 BAP1, 1

70代

29%

60代

25%

50代

17%

40代

13%

10代

8%

80代

4%

90代

4%

2．がんゲノムパネル検査実施の診療科別・臓器別割合 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 当院では、消化器内科と泌尿器科が全体の7割を占めており、臓器別では大腸癌に次いで希少癌

（原発不明、パジェット病、Vater乳頭、腎芽腫、悪性黒色腫等）が多かった。 

 

３. がんゲノムパネル検査実施の年性別・年代別割合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 当院では、男性が7割を占めており、年代別では70代と60代が多くを占めている。 

 

４. エキスパートパネル後の遺伝子変異と、治療薬・治験の件数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ がんゲノムパネル検査の結果、推奨された治療薬・治験は全体の6割であった。その中で治験参加

が1例（岡山大学で実施）のみであった。また、推奨された治験薬のうち、パネル検査の前までに既

に使用されていたのが3件は、TMB-High(MSI-H1例含む)遺伝子に対する薬剤だった。 

➢ 遺伝性のバリアントが見つかった方の家系への検査や、早期発見を目的とする検診も行っている。 

※（重複あり） 
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